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【はじめに】

サンゴ礁は、多様な生物が貧栄養の浅海で共生し、高い生物生産（光合成／石灰化）

を維持する熱帯一亜熱帯の生物圏であり、大気一海水一岩石一生物間を物質循環する代

表的な炭酸システムである｡化石燃料の大量消費によって放出された二酸化炭素は､徐々

に大気中の濃度を増加し（18ppm／年)、２１世紀の後半には産業革命以前の値の約２倍
の濃度に達すると予測されている。大気中の二酸化炭素濃度が２倍に増えることによる

地球環境へのインパクトは大きい。単純な化学平衡モデルによれば、表層海水のＰＨが
約03ｐＨだけ低下し、海水の炭酸システムが全体的に酸性側にシフトすることになる。

炭酸カルシウムの飽和度が約１/２に下がることになり、炭酸塩の殻や骨格を形成する生

物の棲息範囲が狭められることになる｡結果として生態系大変動の可能性が示唆される。

サンゴ礁を含む沿岸海域は、生物活動が盛んで、人間の活動や生存にとってきわめて重

要な海域である。大気中二酸化炭素濃度の増加に伴って、サンゴ礁炭酸システムやサン

ゴ礁生態系はどのように変動するのか？また、大気-海水間の二酸化炭素フラックス変

動とはどのような関係にあるのか？これらの課題を解明するために、サンゴ礁の炭酸シ

ステムの日変動、月変動、季節変動、経年変動を連続自動観測できる全アルカリ度自動

分析装置を開発し、その有効性を試験した。

【結果】

以下、測定結果と問題点について報告する。

・サンゴ礁沿岸において，ポンプ採水，濾過，計量，滴定，洗浄の工程を30分ごとに全

自動で繰り返し，アルカリ度の長期間連続計測可能なシステムを構築した。

・ＣＲＭ溶液および瀬底海水を用いた室内における測定では，アルカリ閏A、および全

炭酸(ⅢC)の繰り返し分析精度は０１％-03％以内であった．

・瀬底島における同時刻の海水サンプルについて、従来測定法であるGlanPplot法とL徹
したところ、良い直線性が得られた。

・瀬底島サンゴ礁の現場に設置して現在も連続計測中である。

・サンゴ礁生物による光合成一呼吸過程と石灰化過程に対応した日変動を観測した。

・夜間に潮位の下がる時間帯にアルカリ度の減少が観測された。

・今後、塩分を同時測定することで、精度をより正確にすることが期待される。


